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虹
の
会

第
10
回
講
演
会
開
催
！

本
会
は
、
相
模
原
市
教
育
委
員
会
・

座
間
市
・
大
和
市
・
座
間
市
教
育
委
員
会
・

座
間
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
大
和
市
教
育

委
員
会
・
大
和
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

後
援
の
も
と
開
催
さ
れ
た
講
演
会
で

あ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
障
が
い
者
福
祉
の

虹
の
会
〝
講
演
会
・
研
修
会
事
業
〟

の
第
10
弾
と
な
り
ま
す
。

爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
こ
の
日
、
会
場
に

は
、
福
祉
施
設
管
理
者
・
職
員
、
教
員
、

ご
家
族
、
学
生
、
当
会
で
過
去
に
講
演
く

だ
さ
っ
た
講
師
の
方
々
な
ど
、
関
係
者
を

含
め
て
延
べ
42
名
が
参
加
し
、
大
変
盛
況

な
会
に
な
り
ま
し
た
。

講演会当日参加者に
配布された冊子

自
閉
症
か
ら
考
え
る

令
和
７
年
10
月
18
日(

土)

、
ユ
ニ
コ
ム
プ
ラ
ザ
さ
が
み
は
ら

(

相
模
原
市
南
区
相
模
大
野)

の
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
２
を
会
場
に

「
家
族
の
喜
び
・
悩
み
か
ら
共
生
社
会
を
考
え
る

～
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
実
践
と
地
域
の
連
携
を
考
え
る
～

」

の
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
は
、
石
飛
信
彦
氏(

社
会
福
祉

法
人
一
燈
会
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ト
ゥ

モ
ロ
ー
ラ
ン
ド
管
理
者
・
写
真
㊧)

。

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
は
、
お
な
じ
み

志
賀
利
一
氏(

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｐ
Ｄ
Ｄ
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
グ
リ
ー
ン
フ
ォ
レ
ス
ト
理
事

長
・
写
真
㊨)

。

次
男
の
奏
人
君
と
一
緒
に
会
場
入

り
し
た
石
飛
氏
。
入
口
付
近
で
作
業

を
し
て
い
た
学
生
ス
タ
ッ
フ
達
一
人

ひ
と
り
に
目
を
合
わ
せ
、
優
し
く
挨

拶
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
石
飛
氏
に
、

学
生
た
ち
は
一
瞬
で
魅
了
さ
れ
、
石

飛
氏
の
フ
ァ
ン
に
な
り
ま
し
た
。

石飛 信彦 氏

そ
ん
な
魅
力
の
あ
る
お
人
柄
の

石
飛
氏
で
す
が
、
冊
子
の
内
容
も

圧
巻
の
充
実
度
。

第
一
部
は
、
石
飛
氏
の
事
業
所
が

大
切
に
し
て
い
る
事
や
実
践
の
紹

介
。
第
二
部
は
、
石
飛
氏
自
身
の

ご
家
族
の
歴
史
と
成
長
を
振
り
返

り
、
そ
の
中
で
の
悩
み
や
想
い
の

お
話
。
100
枚
以
上
の
ス
ラ
イ
ド
を
、

参
加
者
と
の
対
話
も
大
切
に
し
な

が
ら
分
か
り
や
す
く
お
話
さ
れ
ま

し
た
。

ト
ゥ
モ
ロ
ー
ラ
ン
ド
が
大
切
に
し

て
い
る
こ
と
は
、

『
自
閉
症
か
ら
考
え
る
』
こ
と
。

脳
の
タ
イ
プ
が
違
う
の
だ
か
ら
、

捉
え
方
、
感
じ
方
、
見
え
方
、
考

え
方
な
ど
様
々
な
部
分
に
『
違
い
』

と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
け
れ
ど
、
そ

れ
は
エ
ラ
ー(

間
違
い)

で
は
な
く

デ
ィ
フ
ァ
レ
ン
ス(

違
い)

。
こ
れ

を
自
閉
症
ら
し
さ
と
し
て
尊
重
す

る
こ
と
。
「
違
う
」
こ
と
で
困
る

こ
と
も
あ
る
か
ら
、
橋
渡
し
が
必

要
。
自
閉
症
ら
し
さ
を
理
解
せ
ず

に
自
閉
症
の
方
と
関
わ
る
こ
と
は
、

度
の
違
う
メ
ガ
ネ
で
見
る
事
を
強

要
す
る
よ
う
な
こ
と
、
と
石
飛
氏
。

第
一
部
で
は
、
ト
ゥ
モ
ロ
ー
ラ

ン
ド
で
の
実
際
の
支
援
の
様
子
も

動
画
で
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

分
か
り
づ
ら
い
環
境
を
整
え
、

そ
の
子
本
来
の
「
ら
し
さ
」
を

尊
重
す
る
こ
と
。
そ
し
て
一
人

ひ
と
り
が
、
で
き
る
事
、
で
き

た
事
を
増
や
し
て
い
く
支
援
を

第
一
に
考
え
て
い
る
取
組
み
の

様
子
に
、
参
加
者
は
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。

第
二
部
は
、
石
飛
家
の
歴
史
を

振
り
返
り
ま
し
た
。
自
閉
症
で

あ
る
長
男
・
健
志
君
の
様
々
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
の
中
で
、
親
と
し

て
、
専
門
家
と
し
て
、
揺
れ
た

り
ブ
レ
た
り
し
な
が
ら
も
、
健

志
君
に
わ
か
る
方
法
、
安
心
し

て
過
ご
せ
る
環
境
を
ど
れ
だ
け

作
れ
る
か
を
最
優
先
に
考
え
て

き
た
様
子
、
周
り
の
人
た
ち
に

支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
お

話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
音
の
感
性
が
強
い
次
男
・

奏
人
君
の
ギ
タ
ー
演
奏
の
動
画

も
素
晴
ら
し
く
拍
手
が
起
こ
り

ま
し
た
。

障
が
い
が
あ
る
な
い
に
関
わ

ら
ず
、
名
前
に
込
め
た
想
い
は

叶
え
て
い
け
る
、
と
石
飛
氏
。

理
解
者
は
必
ず
い
る
、
そ
の

子
ら
し
さ
を
尊
重
し
て
公
正
に

関
わ
っ
て
く
れ
る
支
援
者
や
仲

間
が
き
っ
と
い
る
、
と
前
向
き

な
エ
ー
ル
で
締
め
く
く
っ
た
石

飛
氏
。
そ
の
後
の
質
疑
応
答
も

充
実
し
た
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

《
次
回
の
講
演
会
》

2
0
2
6
年
2
月
21
日(

土)

ユ
ニ
コ
ム
プ

ラ
ザ
さ
が
み
は
ら
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
２
に

て
開
催
し
ま
す
。

公
正
な
支
援
を
一
人
ひ
と
り
に

当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

志賀 利一 氏


